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10379 Anti-Human Amyloidβ E22P 

(11A1) Mouse IgG MoAb 

IHC, WB, IP NativeのヒトAβ1-40

および1-42にも反応
¥64,000 50μg

¥17,000 5μg
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 Aβの22番と23番目でターン構造を模倣した、E22P-Aβ10-35を
抗原として開発されたものです。

 免疫組織化学的検討では、ヒトのAD脳で、老人斑(図内青矢印
例）の染色のみではなく、細胞内Aβも染色されます(図内赤矢印
例）、（参考文献4)。

 市販抗体に比べてAD脳抽出物中のオリゴマーに強く反応します。

 22番と23番目でターン構造を有するAβの毒性オリゴマーを検出
できる新しいツールです。

本抗体 (11A1) の特徴

-研究用試薬 -

Amyloid β 「毒性ターン」認識抗体
(クローン名：11A1)

Amyloidβの毒性オリゴマーを認識する新しいモノクローナル抗体
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ヒトAD脳

Aβ42の凝集において、プロリン残基置換と固体
NMR研究から、22番目と23番目のアミノ酸残基
でターン構造を有する毒性の配座異性体と、25番
と26番目のアミノ酸残基でターン構造を有する無

毒の配座異性体があることが報告されています。
(参考文献1-3)

ラジカルの形成を介したAmyloidβ42 (Aβ42) の神経毒性は、過酸化水素の生成を伴う10番目のチロシン及び35番目のメチ
オニンにおけるラジカル化（酸化ストレス）と緊密に関連しています。一方で、Aβのオリゴマーの集積がシナプス毒性を通じて
アルツハイマー病 (AD) を誘導する証拠が示されています。毒性Aβオリゴマーの検出に新しいツールとなる抗体です。


